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施施策策体体系系  
  

  

３３－－１１  未未来来をを担担うう人人材材をを育育成成すするる  

33--11--11  学学校校教教育育のの振振興興  

          33--11--22  地地域域のの教教育育力力のの向向上上  

        33--11--33  ここどどもものの参参画画のの推推進進  

  

３３－－２２  生生涯涯をを通通じじたた学学びびととススポポーーツツ活活動動をを支支ええるる  

        33--22--11  生生涯涯学学習習のの推推進進  

        33--22--22  ススポポーーツツ・・レレククリリエエーーシショョンン活活動動のの推推進進  

          

３３－－３３  文文化化をを守守りり、、ははぐぐくくむむ  

        33--33--11  文文化化・・芸芸術術のの振振興興  

          33--33--22  文文化化的的財財産産のの保保全全とと活活用用    

          

３３－－４４  多多彩彩なな交交流流・・連連携携にによよりり新新たたなな価価値値をを創創るる  

        33--44--11  国国際際化化のの推推進進  

        33--44--22  大大学学・・企企業業等等ととのの連連携携のの推推進進  

          

３３－－５５  市市民民のの力力ををままちちづづくくりりのの力力へへ  

  33--55--11  市市民民参参加加・・協協働働のの推推進進  

33--55--22  男男女女共共同同参参画画のの推推進進  

  

  

  

 

方方向向性性３３  

豊豊かかなな心心がが育育ちち、、  

新新たたなな価価値値がが生生ままれれるるままちちへへ  
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 施策の展開   

 

 本市の目指すべき子どもの姿「夢と思いやりの心を持ち、チャレンジする子ども」や教育目

標である「自ら考え、自ら学び、自ら行動できる力をはぐくむ」の達成に向けて、教育施策

の基本指針となる第２次学校教育推進計画を策定します。 

 確かな学力の育成に向けた「わかる授業」を推進するため、学力向上サポーターの配置の拡

充をするとともに、教科の特性に応じ、学習集団の少人数化などきめ細かな指導を行います。 

 将来、様々な国際舞台で活躍できる人材を育成するため、市立高等学校の特色ある教育活動

の充実を目指します。 

 教育環境の一層の充実を図るため、学校トイレの環境整備や音楽室等へのエアコン設置を進

めるとともに、教育用の情報機器を導入し、子どもたち一人ひとりの能力や特性に応じた学

習の充実を図ります。また、学校施設の長寿命化を図るため、計画的な保全改修を行うとと

もに、施設の安全確保のため、吊天井等の耐震対策を行うほか、より豊かな学校給食を提供

するため、老朽化した給食センターを再整備します。 

 公平な教育環境を整え、教育の質の向上を図るため、学校の統合などによる適正配置を進め

ます。 

 学校・家庭・地域が一体となって子どもたちを育てるため、地域の教育力を活用した体制を

整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 計画事業   

 

●第２次学校教育推進計画の策定（企画課） 

 本市の学校教育施策の基本指針となる、次期学校教育推進計画を策定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学校教育推進計画の策定 市民意見聴取 策定 策定 

 

 

  未来を担う人材を育成する  ３
３－－１１  

  学校教育の振興 3-1-1 

 

 
タブレット PC を活用した授業風景 

 
図書館指導員による読み聞かせ 
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■総合教育会議の設置・運営（政策企画課） 

 本市の教育施策などについて協議・調整するため、総合教育会議を設置・運営します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

総合教育会議の設置 検討 設置 設置 

 

１ 確かな学力育成に向けた「わかる授業」の推進 

 

●学力向上サポーターの拡充（指導課） 

 児童・生徒の基礎学力の定着を図るため、学力向上サポーターの配置を拡充します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学力向上サポーターの拡

充 
25 人 10 人 35 人 

 

２ 夢や希望をはぐくむ教育の推進 

 

■市立高校のグローバルハイスクール化の推進（学事課）【新規】 

 グローバルな人材を育成するため、市立高校のスーパーグローバルハイスクール指定を目指します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

スーパーグローバルハイ

スクールの指定 
検討 

推進検討委員会設置 

スーパーグローバル 

ハイスクール指定 

スーパーグローバル 

ハイスクール指定 

 

●学校図書館活性化の推進（指導課） 

 子どもの読書環境の充実を図るため、学校図書室の蔵書数を増やします。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学校図書館蔵書の拡大 

蔵書率 100%未満の学

校（小学校 66 校、中

学校 42 校） 

学校図書購入 学校図書購入 

 

３ 学校施設等の整備・充実 

 

●情報教育機器の整備・充実（教育センター） 

 ＩＣＴを活用した授業や家庭学習等を通じて、教育の質の向上を図るため、教育用情報機器の充実を

図ります。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

タブレットＰＣの整備 40 台 195 台 235 台 
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●学校施設の環境整備（学校施設課） 

 学校施設の長寿命化を図るため、計画的な保全改修を行うとともに、施設環境・機能を改善するため

の整備を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

計画保全（屋上防水、外壁、

設備等改修） 

小学校 17校 

中学校 3校 

特別支援学校 1校 

（26 年度事業量） 

小学校 50校 

中学校 13校 

 

小学校 50校 

中学校 13校 

 

トイレ改造 － 

小学校 20校 

中学校 6校 

特別支援学校 1校 

小学校 20校 

中学校 6校 

特別支援学校 1校 

音楽室等エアコン整備 － 

小学校 30校 

中学校 54校 

特別支援学校 3校 

小学校 30校 

中学校 54校 

特別支援学校 3校 

 

●学校施設の安全確保（学校施設課） 

 児童生徒の安全確保や避難所としての機能強化を図るため、屋内運動場や校舎の天井落下防止対策な

どを行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

非構造部材等耐震対策 

（校舎） 
－ 

小学校 13校 

中学校 4校 

特別支援学校 1校 

小学校 13校 

中学校 4校 

特別支援学校 1校 

非構造部材等耐震対策 

（屋内運動場） 

小学校 11校 

中学校 12校 

 

 

小学校 18校 

中学校 11校 

高等学校 2校 

特別支援学校 1校 

小学校 29校 

中学校 23校 

高等学校 2校 

特別支援学校 1校 

 

■こてはし学校給食センターの整備（保健体育課） 

 安全安心で魅力ある学校給食を提供するため、老朽化した中学校給食センターの再整備を進めます。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

こてはし学校給食センタ

ーの再整備 
事業者選定 

基本・実施設計 

工事 
供用開始 
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●新設特別支援学級等設備の充実（養護教育センター） 

 特別支援学級等の児童生徒の多様なニーズに対応した教育を充実するため、備品を整備します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

備品整備 小学校 78校 

中学校 33校 

小学校 15校 

中学校 3校 

小学校 93校 

中学校 36校 

貸出用備品整備 階段昇降機 6台 

ＦＭ補聴器 4台 

 

 

階段昇降機 3台 

ＦＭ補聴器 6台 

移動用軽量折り畳み式

スロープ 6台 

階段昇降機 9台 

ＦＭ補聴器 10 台 

移動用軽量折り畳み式

スロープ 6台 

 

●学校防犯対策の推進（学事課） 

 子どもの安全を確保するため、小・中学校等に防犯カメラシステムを設置します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学校防犯カメラシステム

の設置 
61 校 9 校 70 校 

 

４ 教育環境の改善と特色ある学校づくり 

 

●学校適正配置の推進（小・中学校の統合等）（企画課） 

 児童生徒のよりよい教育環境を整備し、教育の質を充実させるため、新たな学校適正配置実施方針を

策定します。 

  取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学校適正配置実施方針の

見直し 
－ 

学校適正配置検討委員

会の開催、方針策定 
方針策定 

 

●学校適正配置に伴う施設改修（学校施設課） 

 児童生徒のよりよい教育環境を整備するため、学校適正配置により統合校となる小・中学校を改修し

ます。また、跡施設については、利用方針に基づき改修します。 

  取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

統合に伴う施設改修 実施設計 11 校 

工事 8 校 

4 校 

6 校 

15 校 

14 校 

跡施設利用に伴う解体・整

備 
1 校 4 校 5 校 

 

 

 

 

 

 



 

62 第２次実施計画 各論 

５ 学びの連続性を重視した教育の推進 

 

■小中連携教育の推進（教育委員会事務局企画課）【新規】 

 小・中学校の円滑な接続や学力向上を図るため、小中一貫教育に取り組みます。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

小中一貫教育のモデル事

業 
調査研究 

研究校の指定 

 小学校 1校 

 中学校 1校 

研究校の指定 

 小学校 1校 

 中学校 1校 

 

６ 多様な教育的支援の充実 

 

●特別支援教育指導員・介助員配置の拡充（養護教育センター） 

 障害のある児童生徒に対し幅広い支援を行うため、特別支援教育指導員及び介助員を配置します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

特別支援教育指導員配置 35 人 5 人 40 人 

介助員配置 － 15 人 15 人 

 

●スクールソーシャルワーカーの拡充（指導課） 

 問題を抱えた児童・生徒を支援するため、スクールソーシャルワーカーの配置を拡充します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

スクールソーシャルワー

カーの拡充 
2 人 2 人 4 人 

 

７ 学校・家庭・地域・行政の連携による取組み 

 

●学校支援地域本部の推進（学事課） 

 学校教育の充実や地域コミュニティの活性化を図るため、学校支援地域本部を設置します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学校支援地域本部の設置 2 地区 3 地区 5 地区 

 

■学校教育に関する広報・広聴の充実（教育委員会総務課） 

 広く市民に本市の学校教育の現状を知ってもらうため、授業の参観や市民と教育関係者との意見交換

等を行う教育イベントを開催します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学校教育に関するイベン

トの実施 
モデル実施 1回 本格実施 1 回/年 本格実施 1 回/年 
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 施策の展開   

 

 子どもを中心に据えて学校と地域の連携を進めるためには、学校と地域が目標や課題を共有

し、地域と一体となって子どもを育む開かれた学校づくりが求められています。 

 学校、家庭、地域の相互理解と信頼関係のもと、地域の教育力を生かした学校運営に努め、

学校支援ボランティアや放課後子ども教室など、地域連携の取組みを通して開かれた学校づ

くりを推進します。 

 地域住民の地域活動の活性化及び生涯学習の振興を図るため、学校施設の開放を進めます。

また、地域全体で家庭教育を支援する仕組みづくりを進めるため、公民館などにおいて、家

庭教育に関する学習機会の提供や相談対応、親同士の仲間づくりなどを支援する取組みを進

めます。 

 地域の子どもを地域で守り育むためのセーフティ・ 

ウオッチャーをはじめ、人材等の活用に向けた組織 

や内容を検討し、地域連携の一層の充実に取り組み 

ます。 

 

 計画事業   

 

■学校施設開放の推進（企画課） 

 地域活動や生涯学習などの場を提供するため、学校施設の開放を進めます。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

余裕教室等の開放 開放指針策定 運用 運用 

 

■放課後子ども教室の推進（生涯学習振興課） 

 放課後における児童の安全・安心な居場所を確保するため、地域住民などの参画により、様々な活動

の機会を提供します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

参加児童数 参加率 12.8% 6,565 人/年 参加率 13.0% 

 

■家庭教育支援の推進（生涯学習振興課） 

 家庭教育の支援や、子育ての不安や悩みを解消するため、公民館などで相談事業や学習講座を実施し

ます。  

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

家庭教育支援チームの増

設 
2 チーム 2 チーム増 4 チーム 

子育てサポーターの配置 33 人 3 人/年 増 42 人 

子育てママのおしゃべり

タイムの拡充 
公民館 21館 7 館増 28 館 

  地域の教育力の向上 3-1-2 

 

 

学校セーフティウォッチャー 

 



 

64 第２次実施計画 各論 

●学校支援地域本部の推進（学事課）【再掲】 

 学校教育の充実や地域コミュニティの活性化を図るため、学校支援地域本部を設置します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

学校支援地域本部の設置 2 地区 3 地区 5 地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～市民のみなさんの参加やつながりが「まちづくりの底力」です。 

１ 放課後子ども教室の推進 

 放課後や週末の小学生の居場所として、全ての市立小学校で週１回 

程度、放課後子ども教室を実施しています。現在、町内自治会や老人 

会、ＰＴＡ、保護者会や公民館のクラブ・サークル、地域の商店や企 

業、地元の大学生のみなさんの協力を得て、子どもの学習やスポーツ、 

文化芸術活動、地域との交流活動などを行っています。 

☛生涯学習振興課（043-245-5957） 

２ 家庭教育支援の推進 

 地域におけるつながりの希薄化などを背景として家庭教育が困難になっているとの指摘がなされるなど、

社会全体による家庭教育の支援の必要性が高まっています。こうした状況を踏まえ、現在、稲毛区の小中台

地区と美浜区真砂地区で、地域の子育てや民生・児童委員等で構成する家庭教育支援チームを設置し、家庭

教育に関する講座の開催や相談対応、地域の諸団体との連携・協働などの取組を行っています。 

☛生涯学習振興課（043-245-5957） 

 

             

 
参参加加とと連連携携  
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 施策の展開   

 

 行政や保護者の視点からだけではなく、真に子どもが望み、子どもがみずから成長できるま 

ちづくりを進めるため、「こどものまちＣＢＴ」などの取組みを引き続き推進するとともに、 

こどもの参画を担う子ども、若者の育成を図りながら、子ども、若者がまちに住む主体者の

一人としての意識を高め、自分たちの住むまちについて考え、積極的に意見を発し、それを

市政に反映する仕組みづくりを進めます。 

 また、こども・若者選挙をはじめ、子ども、若者の 

意見を市政やまちづくりに取り入れるこどもの参画 

の取組みを広く内外に発信することにより、子ども 

たちが本市で育ちたいと思えるまちのブランド確立 

に取り組みます。 

 さらに、子どもの自治意識を育てるため、小学校に 

おける模擬選挙や、学校の生徒会活動の活性化に向 

けた取組みを進めます。 

 

 計画事業   

 

●こどもの参画の推進（こども企画課） 

 子どもの社会の一員としての自覚と自立を促し、こどもの参画によるまちづくりを実現するため、各

種参画の取組みを実施するとともに、本市の取組みを広く発信します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

こども・若者日本サミット

の開催 
－ 

開催計画作成、サミット

開催 
サミット開催 

こどものまちＣＢＴの開催 3 区 3 区増 全区開催 

こども・若者選挙の実施 2 校 6 校 8 校 

 

●美浜区高校生連携会議の推進（美浜区役所地域振興課）   【新規】 

 高校生による地域活動を促進するため、美浜区の高校生による連携会議を開催します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

高校生連携会議の開催 － 13 回 13 回 

高校生アンケート調査 － 実施 実施 

 

■小学校の模擬選挙の推進（選挙管理委員会事務局） 

 将来を担う子どもたちに、社会の一員としての自覚を促し、選挙の意義の理解を促進するため、小学

校の模擬選挙を推進します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

小学校の模擬選挙 16 校 50 校 66 校 

  こどもの参画の推進 3-1-3 

 

 

 

こどもの参画の取組み 
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■稲毛区模擬投票イベントの実施（稲毛区役所地域振興課）    【再掲】 

 若者の社会参加を促進するため、稲毛区内の高校・大学の生徒・学生から区政の施策提案を募集する

とともに、提案に係る模擬投票を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

応募施策提案数 

模擬投票所設置 

16 件 

18 校 

7 件/年 

10 校/年 

37 件 

48 校 

 

 ～市民のみなさんの参加やつながりが「まちづくりの底力」です。 

１ こども・若者の力（ちから）ワークショップ 

 小学校高学年から高校生を対象として、子どもを取り巻く様々な課題等 

について話し合い、本市や社会に対する考えを深め、その自立に寄与する 

ことを目的として、ワークショップを開催しています。 

☛こども企画課（043-245-5673） 

 

 

     

 
参参加加とと連連携携  
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 施策の展開   

 

 市民が生涯にわたって、いつでもどこでも学ぶことができる環境づくりを進めるため、「生涯

学習推進計画」を策定します。 

また、市民の生涯学習環境を改善するため、老朽化した公民館の改築・改修を行います。 

 市民の生活様式の変化やＩＣＴの進展等により、読書環境に関する市民ニーズが多様化して

います。市民により良い読書環境を提供するため、花見川図書館分館やＪＲ千葉駅周辺など

へのサービスポイントの設置など、図書館サービスの拠点整備を進めるとともに、地区図書

館の開館時間の拡大などを図ります。また、老朽化した図書館の施設や設備を改修します。 

 生涯にわたる読書活動の継続を推進するためには、 

幼少期から本に親しみ、読書習慣を形成していく 

ことが重要です。親子のふれあいを通じた家庭で 

の読書を推進するため、保育所や小学校を通じ、 

絵本や読書ノートを提供します。 

 科学技術に対する意欲がさらに高め、理数系の優 

れた人材を育成するため、科学に高い関心を持つ 

中高生を対象とした「未来の科学者育成プログラ 

ム」を充実します。 

      

 計画事業   

 

■総合教育会議の設置・運営（政策企画課）【再掲】 

 本市の教育施策などについて協議・調整するため、総合教育会議を設置・運営します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

総合教育会議の設置 検討 設置 設置 

 

１ 生涯学習環境等の推進 

 

■第５次生涯学習推進計画の策定（生涯学習振興課） 

 時代に即した生涯学習活動を促進するため、次期生涯学習推進計画を策定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

第５次生涯学習推進計画の

策定 
市民意識調査の実施 策定 策定 

 

  生涯学習の推進 3-2-1 

  生涯を通じた学びとスポーツ活動を支える  ３３－－２２  

 

親子の読書習慣の形成 
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●公民館の改築（生涯学習振興課）    

 市民の生涯学習環境を改善するため、老朽化した公民館の改築を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

犢橋公民館・犢橋市民セン

ターの改築 
基本設計 工事 供用開始 

 

●公民館の改修（生涯学習振興課）    

 市民の生涯学習環境を改善するため、老朽化した公民館の改修を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

公民館改修 

冷暖房 3 館 

屋上防水・屋根 3館 

トイレ 1館 

冷暖房 1 館 

屋上防水・屋根 6館 

 

冷暖房 1 館 

屋上防水・屋根 6館 

 

 

●真砂コミュニティセンターの再整備（市民総務課）【再掲】 

 コミュニティ活動の場としての利用環境を改善するため、真砂コミュニティセンターを旧真砂第一小学校跡

施設に整備します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

再整備 工事 工事 供用開始 

 

●蘇我コミュニティセンターの再整備（市民総務課、経済企画課）【再掲】 

 コミュニティ活動の場としての利用環境を改善するため、蘇我コミュニティセンターを再整備します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

再整備 実施設計 工事 供用開始 

 

●コミュニティセンターの改修（市民総務課）【再掲】 

 コミュニティセンターの安全性の向上や機能回復を図るため、施設を改修します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

施設改修 

外壁・屋上防水改修 

 工事 2館 

空調・熱源改修 

 実施設計 1館 

 工事 1館 

劣化度調査 2 館 

 

空調・熱源改修 

   － 

工事 1館 

劣化度調査 2 館 

 

空調・熱源改修 

 － 

工事 1館 
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２ 読書環境の充実 

 

●花見川図書館分館の整備（中央図書館管理課）    

 図書館サービスの向上とより良い読書環境を市民に提供するため、花見川区役所の一部スペースを活

用した図書館分館を整備します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

図書館分館の整備 － 実施設計、工事 供用開始 

 

●図書館サービスポイントの設置（中央図書館管理課）    

 図書館利用者の利便性を高めるため、千葉駅周辺に図書の返却や予約資料の貸出しができるサービス

拠点を設置します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

図書館サービスポイント

の設置 
設置場所の検討 1 か所 1 か所 

 

●図書館の開館日・開館時間の拡大（中央図書館管理課）    

 よりよい読書環境を提供するため、地区図書館の時間延長や地区図書館分館の祝日開館を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

地区図書館の開館時間の

拡大 
－ 1 館 1 館 

分館における祝日開館の

実施 
－ 3 館 3 館 

 

■子ども読書活動推進計画（第 3次）の策定（中央図書館管理課）    

 子どもの自主的な読書活動を促進するため、「子ども読書活動推進計画（第 3 次）」を策定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

子ども読書活動推進計画

（第 3次）の策定 
－ 策定 策定 

 

■「ファミリー読書の日」の制定（中央図書館管理課）    

 家族で読書に親しむ機会を創出するため、「ファミリー読書の日」を制定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

ファミリー読書の日制定 － 制定 制定 

 

●読書ノートの配布（中央図書館管理課）    

 親子のふれあいや家庭での読書の推進を図るため、「まほうの読書ノート」を配布します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

「まほうの読書ノート」の

配布 
小学 1～3年生に配布 

就学前、小学 4～6 年生

に配布 

就学前、小学 1～6 年生

に配布 
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●親子ふれあい本の提供（中央図書館管理課）【新規】  

 読み聞かせを通じた親子のふれあいを推進するため、市内保育所（園）及び幼稚園に絵本を貸し出し

ます。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

保育所等への絵本等の貸

出し 
－ 

全保育所（園）及び幼稚

園に巡回配布 

全保育所（園）及び幼稚

園に巡回配布 

 

●中央図書館・生涯学習センターの改修（生涯学習振興課）    

 利用者の安全と利便性を確保するため、老朽化した中央図書館・生涯学習センターを改修します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

設備改修 
空調設備修繕、直流電

源装置蓄電池更新 

冷温水発生機電気部品

等交換、セキュリティ用

中央監視装置更新 

冷温水発生機電気部品

等交換、セキュリティ用

中央監視装置更新 

 

●地区図書館の改修（中央図書館管理課）    

 快適な読書環境を提供するため、稲毛図書館の屋上防水改修を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

稲毛図書館屋上防水改修 実施設計 工事 完了 

 

●南部青少年センター・みやこ図書館白旗分館の改修（生涯学習振興課）    

 利用者の安全で快適な利用環境を確保するため、トイレのバリアフリー化を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

１階女子トイレバリアフ

リー化 
－ 実施設計、工事 完了 

 

●図書館システムの再構築（中央図書館管理課）    

 社会の変化や利用者ニーズに合わせた、新しい図書館サービスの提供を図るため、図書館システムを

再構築します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

図書館システムの再構築 現行システム稼働 新図書館システム構築 新システムの運用 
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３ 科学・技術に気軽に親しめる環境づくり 

 

■科学教育の推進（生涯学習振興課） 

 科学・技術を身近に感じることができる環境を創出するため、未来の科学者育成プログラムを充実し

ます。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

未来の科学者育成プログラ

ム 

市立千葉高校スーパ

ーサイエンスハイス

クールコース設置 

探究コース設置 探究コース開催 

 

●動物公園の教育・普及・研究活動の充実（動物公園）     

 動物公園の教育普及活動を推進するため、教育支援プログラムの充実などを図ります。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

教育・普及拠点の整備 動物科学館絵本購入 展示内容の見直し 展示内容の見直し 

教育・普及プログラムの充

実 
教育向け講座の開催 教育普及用教材の作成 教育普及用教材の作成 

調査・研究 世界動物園水族館協

会等への加盟 

動物園技術者研究会の

開催 

動物園技術者研究会の

開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～市民のみなさんの参加やつながりが「まちづくりの底力」です。 

１ 地域活動の指導者養成 

 生涯学習センターや公民館では、地域課題の解決に向けたボランティア活動やサークル活動などを行って

いる市民のみなさんが、活動に役立つ実践的な内容を学ぶ機会を提供しています。 

☛生涯学習振興課（043-245-5954） 

２ 科学フェスタ 

 市民が日常生活の中で科学・技術を身近に感じることができる総合的な科学の祭典として、企業や大学、

ＮＰＯ、個人のグループ等が参加する「科学フェスタ」を開催しています。参加団体がブース出展などを行

うメインのイベントに加え、公民館や参加団体が、市内各所で科学・技術関連の講座やイベントを開催して

います。 ☛生涯学習振興課（043-245-5933） 

 

                      

参参加加とと連連携携  
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 施策の展開   

 

 スポーツ・レクリエーションの振興を通じ、競技力向上や健康づくり、地域活性化など、活

気あるまちづくりを進めるため、次期スポーツ推進計画を策定します。 

 本市には千葉ロッテマリーンズやジェフユナイテッド千葉の２つプロスポーツチームがあり、 

ホームゲームには全国から多くの観客が訪れるほか、様々な全国規模のスポーツイベントが

開催されており、今後もスポーツを核とした市民活力の向上や、一体感の醸成につながる取

組みを進めます。 

 本市はスポーツ大会等を招致するうえで、成田空港と羽田空港の中間に位置するなど立地上

の優位性や、幕張メッセや千葉ポートアリーナなどの会場や宿泊施設も充実しています。ス

ポーツ振興や地域活性化を図るため、スポーツ大会やイベントの誘致及び開催支援を行いま

す。 

 スポーツを通した、障害のある人の社会参加を促進するため、障害者スポーツを支える人材

育成を行うとともに、車椅子スポーツの大会支援や施設整備、積極的広報を進め、市民の観

戦機会の創出を図ります。 

 市民生活にスポーツ文化が根付くよう、本市にゆかりのあるトップスポーツチームやアスリ

ートによる社会貢献活動について、チームと市民ニーズのコーディネイトを行います。 

 千葉公園におけるスポーツ施設の再整備について、競輪事業の廃止に伴う用地の取扱いを含

め、検討を進めます。 

 

 計画事業   

                                    

１ スポーツ・レクリエーション環境の推進 

 

■次期スポーツ推進計画の策定（スポーツ振興課） 

  スポーツ・レクリエーションの振興を通じ、活気に満ちたまちづくりを目指すため、次期スポーツ推

進計画を策定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

次期スポーツ推進計画の策

定 
調査 策定 策定 

 

■スポーツ大会・イベントの誘致の推進（スポーツ振興課） 

  スポーツ振興や地域活性化を図るため、スポーツ大会やイベントの誘致及び開催支援を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

スポーツ大会の誘致及び開

催支援 
－ 2 件 2 件 

 

 

  スポーツ・レクリエーション活動の推進 3-2-2 
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■トップスポーツとの連携の推進（スポーツ振興課） 

  市内のトップスポーツチームやトップアスリートによる社会貢献活動を推進するため、チーム等と市

民ニーズのコーディネイトを推進します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

地域貢献活動のコーディネ

イト 
2 件（26 年度事業量） 2 件/年 6 件 

連携協定の締結 1 チーム 1 チーム/年 4 チーム 

 

２ スポーツ・レクリエーション施設の充実 

 

●磯辺スポーツ広場の整備（スポーツ振興課） 

  身近なスポーツ・レクリエーション活動の場を提供するため、磯辺第二中学校跡地にスポーツ施設を

整備します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

磯辺スポーツ広場の整備 基本計画策定 基本・実施設計、工事 供用開始 

 

●高洲市民プールの再整備（スポーツ振興課） 

 市民に安全でより良いスポーツ環境を提供するため、高洲市民プールの再整備を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

高洲市民プール・体育館の

再整備 
実施設計 工事 供用開始 

 

●ＱＶＣマリンフィールドの充実（施設の充実）（公園管理課）【再掲】 

 ＱＶＣマリンフィールドの来場者の安全性や快適性の向上のため、施設の改修を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

施設更新、修繕 

中央監視装置・音響

システムの改修、 

観客用トイレ改修 

身障者席増設 設計、 

スコアボード改修、 

バックネット交換、 

夜間フィールド照明灯

改修 設計 

中継モニター交換 

身障者席増設 設計、 

スコアボード改修、 

バックネット交換、 

夜間フィールド照明灯

改修 設計 

中継モニター交換 

 

●フクダ電子アリーナの充実（公園施設の充実）（公園管理課）【再掲】 

 フクダ電子アリーナの競技環境を改善するため、フィールドの芝生の張替えの準備を行います。 

取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

施設改修 － 
フィールド芝の圃場づ

くり 

フィールド芝の圃場づ

くり 
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３ 障害者スポーツの振興 

 

●障害者スポーツの推進（スポーツ振興課） 

 障害者スポーツを推進するため、障害者スポーツ指導員の資格取得の支援などを行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

資格取得支援 100 人 100 人 200 人 

障害者アスリートによる出

前授業 
－ 2 回/年 2 回/年 

車椅子スポーツ予選会の開

催支援 
－ 2 大会 2 大会 
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 施策の展開   

 

 文化・芸術は人々の感受性を豊かにし、ゆとりと潤いを実感 

できる生活を実現するうえで、大きな役割を担っています。 

地域の特性を生かした特徴ある文化・芸術活動を促進するた 

め、新たな文化芸術振興計画を策定します。 

 また、将来の文化・芸術を担う子どもや若者を中心に、誰でも 

気軽に映像メディアに親しみ、自在に使いこなすことができるような環境を整え、映像芸術

の促進を通じた市民主体の新しい千葉文化の創造に向け取り組みます 

 市美術館における企画展やベイサイドジャズ千葉、芸術文化新人賞などの各種文化施策を推

進するとともに、様々な媒体を活用した情報発信などを通じ、市民が文化・芸術に身近 

に触れられる機会の充実を図ります。 

 地域住民の文化・芸術の発表の場や、優れた舞台芸術を鑑賞することのできる文化施設につ

いて、計画的な改修を進めます。 

 

 計画事業   

 

●次期文化芸術振興計画の策定（文化振興課） 

 本市ならではの特色ある文化施策を推進するため、新たな文化芸術振興計画を策定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

次期文化芸術振興計画の策

定 
市民意識調査 策定 策定 

 

●文化施設の再構築（文化振興課）【新規】 

 市民の文化芸術活動を促進するため、文化施設の再構築に向けた基礎調査等を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

文化施設の再構築 － 基礎調査 基礎調査・方針決定 

 

●メディア芸術振興の推進（文化振興課） 

 個性豊かな新しい千葉文化の創造を図るため、映像メディアを中心としたメディア芸術のイベントや

ワークショップを開催します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

映像イベント等 1 回 8 回 9 回 

 

 

 

  文化・芸術の振興 3-3-1 

  文化を守り、はぐくむ  ３３－－３３  

 
ベイサイドジャズ千葉 

http://asp.db-search.com/chiba-c/dsweb.cgi/document!1!guest07!!26630!1!1!83,-1,83!2973!153744!83,-1,83!2973!153744!92,91,90!154!258!160698!6!12?Template=DocPage#hit11
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●文化施設の保全（文化振興課） 

 施設利用者の安全確保と利便性の向上を図るため、老朽化した文化施設を改修します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

市民会館 － 
壁面タイル落下防止改

修 

壁面タイル落下防止改

修 
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 施策の展開   

 

 本市には、加曽利貝塚や市民ギャラリー・いなげ旧神谷伝兵衛稲毛別荘など多くの文化財を

有するとともに、千葉氏を初め、多くの歴史の舞台となった土地ですが、高度経済成長期に

転入してきた市民が多いなど、地域の歴史や伝統に対する認識や理解が育ちにくい環境にあ

ります。 

 本市の文化財について、適切な保護・保存方法により 

後世に引き継ぐとともに、地域住民や関係機関等と連 

携し、観光的な視点を取り入れた活用や、ふるさと意 

識の醸成を図ります。 

 加曽利貝塚については、国特別史跡の指定を目指し、 

関係機関との協議・調整を行うとともに、史跡内の環 

境整備などを進めます。 

 

 計画事業   

 

●加曽利貝塚の特別史跡指定（生涯学習振興課） 

 加曽利貝塚の国特別史跡指定に向けた取組みを推進します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

出土資料の総括報告書 

の刊行 
出土資料の再整理 

出土資料の再整理 

総括報告書の刊行 
総括報告書の刊行 

史跡保存管理計画の策定 － 策定 策定 

広報活動 キャンペーン活動 
キャンペーン活動 

イベント・企画展 

キャンペーン活動 

イベント・企画展 

 

■歴史文化基本構想の策定（生涯学習振興課） 

 市の歴史文化を活かした魅力あるまちづくりを推進するため、歴史文化基本構想策定を進めます。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

歴史文化基本構想の策定 検討 骨子作成 骨子作成 

 

●文化財の保存・活用の推進（生涯学習振興課） 

 歴史的建造物の保存・活用を推進するため、建造物の改修を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

ゆかりの家・いなげの改修 － 
外壁等腐食箇所修繕、 

電気設備工事 

外壁等腐食箇所修繕、 

電気設備工事 

旧検見川無線送信所の修繕 － 屋上及び外壁補修工事 屋上及び外壁補修工事 

 

 

  文化的財産の保全と活用 3-3-2 

 

加曽利貝塚 
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●市民ギャラリー・いなげ旧神谷伝兵衛稲毛別荘の改修（文化振興課） 

 歴史的建造物の保存、活用を推進するため、保存活用計画に基づき施設を改修します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

施設の改修 保存活用計画の策定 耐震改修、屋根防水改修 耐震改修、屋根防水改修 
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 施策の展開   

 

 経済や文化など、多様な分野でグローバル化が進展する中、本市がさらに活性化するために

は都市の国際性の向上を図り、国内のみならず海外からもビジネスや生活の場として選ばれ

ることが重要です。本市在住の外国人市民との共生や海外都市との交流など、国際化施策の

指針となる、次期国際化推進プランを策定します。 

 姉妹・友好都市との交流について、これまで培ってきた信頼関係を基礎として、双方にメリ

ットをもたらす交流を推進します。また、海外諸都市との交流について、表敬訪問等の機会

を活用し、本市の魅力・強みなどを積極的にＰＲするとともに、関係機関と連携を図り、双

方が活性化のパートナーとなる発展的交流に取組みます。 

 さらに、2020 年東京オリンピック・パラリンピックを契機として、国際交流活動に参加する

市民のすそ野が広がるよう、未来を担う青少年に海外への興味を喚起し、より国際的な視点

を育成するとともに、来葉者受け入れ態勢の強化のため、国際交流ボランティアリーダーの

発掘・育成を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   計画事業   

 

■次期国際化推進プランの策定（国際交流課） 

 本市における国際化施策を総合的に推進するため、次期国際化推進プランを策定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

次期国際化推進プランの策

定 
－ 策定 策定 

 

 

 

 

  国際化の推進 3-4-1 

  多彩な交流・連携により新たな価値を創る  ３３－－４４  

 

外国人市民懇談会 

 

青少年交流事業（モントルー市青少年による表敬訪問） 
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■姉妹・友好都市との交流推進（国際交流課） 

 姉妹・友好都市と経済・観光・文化などの分野において、より発展的な関係を築くため、交流事業を

行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

姉妹・友好都市交流 1 市（26 年度事業量） 7 市 7 市 

青少年交流 3 市（26 年度事業量） 3 市 3 市 

 

●国際交流ボランティアリーダーの育成（国際交流課）     【新規】 

 本市の国際化を推進するため、国際交流ボランティアリーダーを発掘・育成します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

国際交流ボランティアリー

ダー会議の開催 
－ 3 回/年 3 回/年 

国際交流ボランティア講座

の開催 
－ 1 コース/年 1 コース/年 

 

■市立高校のグローバルスクール化の推進（学事課）【新規】【再掲】 

 グローバルな人材を育成するため、市立高校のスーパーグローバルハイスクール指定を目指します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

スーパーグローバハイル

スクールの指定 
検討 

推進検討委員会設置 

スーパーグローバル 

ハイスクール指定 

スーパーグローバル 

ハイスクール指定 
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 施策の展開   

 

 大学や企業は、高度な専門性や人的資源を有するなど、まちづくりを進めるうえで重要なパ

ートナーです。複雑化・多様化するまちづくりの課題に的確に対応し、市民サービスの向上

や地域経済の活性化を図るため、本市の行政課題に応じた大学との共同研究を進めるととも

に、大学や企業等と包括協定を締結するなど、まちづくりにおける連携の強化を図ります。 

 また、学生の就業意識の醸成や職に対する視野を広げ、雇用のミスマッチを防ぐため、市内

企業による大学生のインターンシップ受入れを支援するとともに、企業情報の発信を行います。  

  

 計画事業   

 

●産業人材の育成（経済企画課）【再掲】 

 若者を中心とした産業人材の育成を図るため、市内企業と大学生のインターンシップのマッチングを

行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

大学生の市内企業への雇用

促進 

合同企業説明会、 

企業見学バスツアー

参加学生 100 人/年 

インターンシップ支援 

参加企業 60 社/年 

インターンシップ支援 

参加企業 60 社/年 

 

■雇用対策の推進（経済企画課）【再掲】 

 雇用のミスマッチを解消するため、市内の魅力ある中小企業等の情報を大学等の新卒者などに提供し

ます。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

各大学への市内企業データ

の提供 
－ 提供 提供 

 

■ごみ減量のための「ちばルール」の推進（廃棄物対策課）   【再掲】 

 循環型社会を構築するため、食品トレイ等の店頭回収、レジ袋削減、簡易包装の推進等を展開する「ち

ばルール」の協定店の増加を図ります。 

取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

商店会等との協定締結 66 事業者 9 事業者 75 事業者 

 

■地域防犯ネットワークの促進（市民サービス課）    【再掲】 

 安全で安心なまちづくりを推進するため、市民、事業者、警察及び市が連携して地域防犯に取り組む

ネットワークを構築します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

防犯への協力に関する覚書

締結 
58 団体 3 団体 61 団体 

  大学・企業等との連携の推進 3-4-2 
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～市民のみなさんの参加やつながりが「まちづくりの底力」です。 

１ 企業や大学等と本市の包括・相互連携協定の締結内容 （ ）内は協定の締結年月。 

①大学  

・国立大学法人千葉大学（平成２２年〔２０１０年〕２月） 

千葉大学の地域貢献に関することや、市の施策の推進や地域の課題解決 

のための知的資源、人的資源及び物的資源の活用、人材育成に関すること 

など。 

・淑徳大学（平成２２年〔２０１０年〕５月） 

  淑徳大学の福祉、看護、地域政策等の専門性を生かした地域貢献活動や商店街活性化事業など。 

・東京情報大学（平成２５年〔２０１３年〕７月） 

  創業・新事業創出支援やアントレプレナーシップ教育など、地域経済活性化に関することなど。 

・植草学園・千葉経済・千葉明徳短期大学（平成２６年〔２０１４年〕６月） 

  地域の子ども・子育て環境の向上を図るため、保育人材の育成・研修などに関することなど。 

②企業等 

・公益社団法人こども環境学会（平成２２年〔２０１０年〕１２月） 

  こども環境学会の地域貢献に関すること、市の施策の推進や地域の課題解決のための知的資源、人的資 

源及び物的資源の活用など。    

・独立行政法人放射線医学総合研究所（平成２３年〔２０１１年〕３月） 

  科学技術交流及び国際交流に関することや、産学官連携、相互の知的資源の活用、本市の推進する科学 

都市戦略の実現に関することなど。 

・イオン株式会社（平成２３年〔２０１１年〕５月） 

 地域 WAON カードの活用、企業立地支援、商業・観光の振興、地産地消の推進・市産品の販売促進など 

１３項目の取組について推進。 

・独立行政法人都市再生機構（平成２３年〔２０１１年〕８月）  

既成市街地における拠点機能の整備・向上や都市防災機能の向上と災害時における対応、賃貸住宅スト 

ック等の再生・活用、高齢者・子育て世帯等に配慮したまちづくりの推進など。 

・株式会社千葉銀行（平成２３年〔２０１１年〕１１月） 

  国際経済交流の推進や企業立地支援、創業・新事業創出支援、地産地消・農商工連携の推進、観光振興 

など８項目について推進。 

・全国健康保険協会千葉支部（平成２６年〔２０１４年〕５月） 

・株式会社セブン-イレブン・ジャパン（平成２６年〔２０１４年〕９月） 

  地産地消の推進や市産品の販売促進、高齢者の見守り活動に関することなど。高齢者見守りネットワー 

ク活動に関する覚書を締結。 

・新日本建設株式会社（平成２６年〔２０１４年〕１０月） 

   既成市街地における拠点機能の整備・向上や都市防災機能の向上と災害時における対応、ICT を活用 

したまちづくりの推進に関することなど。                           

 
参参加加とと連連携携  
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 施策の展開   

 

 広く市民がまちづくりの目的や情報を共有し、連携して考え、課題解決に向けて取り組むこ

とができる仕組みを構築するため、区役所など市全体の広聴機能を充実し、市民との相互理

解を深めるとともに、オープンデータの推進をはじめ、様々な媒体を通じ、市民への市政情

報の積極的な発信を進めます。また、ＩＣＴを活用して、市民との協働により地域課題の解

決に取り組む仕組みづくりを進めます。 

 本市を取り巻く社会経済情勢の変化や多様な市民ニーズを踏まえ、適切にまちづくりを進め

るため、市民の持つ知識や経験を最大限引き出し、活用するとともに、市民自らまちづくり

に参加する仕組みとして、市民シンクタンクを設置します。 

 市民主体のまちづくりを推進するため、市民に身近な区役所の地域づくりなどの役割をさら

に高めるとともに、地域運営委員会の設置などを通じ、市民や団体など様々な主体がまちづ

くりに参画、連携することができる仕組みを構築します。 

 また、公園の維持管理や防犯・防災の分野など、市民との協働によるまちづくりが進んでお

り、引き続き、協働事業提案制度をはじめとした、市民の創意をまちづくりに活かす取組み

を推進します。 

 さらに、大規模自然災害時など、地域コミュニティの役割の重要性が再認識されています。  

まちづくりの担い手として、町内自治会の育成や加入促進を進めるとともに、地域の身近な

課題を発見し、解決する市民団体などの活動を支援することにより、市民の自治意識や地域

力の向上を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 計画事業   

 

●市民シンクタンクの設置（政策企画課） 

 市民の知見を活かしたまちづくりを推進するため、市民シンクタンクを設置します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

市民シンクタンクの設置 モデル事業 本格実施 本格実施 

 

  市民参加・協働の推進 3-5-1 

  市民の力をまちづくりの力へ  ３３－－５５  

 

 

ちば市民協働レポート（ちばレポ） 
 

千葉市まちづくり未来研究所（市民シンクタンクモデル

事業）の活動風景 
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１ 地域のまちづくり活動への支援 

 

●地域運営委員会の設置の促進（市民自治推進課） 

 住民同士の助けあい、支えあいによる地域運営を推進するため、地域運営委員会の設置を促進します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

地域運営委員会の設置 1 地区 19 地区 20 地区 

地域運営交付金の交付 制度創設 16 地区 16 地区 

 

■まちづくりポイント付与システムの構築（市民自治推進課）     

 地域活動やボランティア活動を促進するため、楽しくまちづくりに参加できるポイント付与システム

を構築します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

団体向けシステム － 制度設計、構築 運用開始 

個人向けシステム － 制度設計、構築 運用開始 

 

●まちづくり活動団体への助成（各区役所地域振興課）      

 市民主体のまちづくりを推進するため、地域課題の解決などに取り組む団体に対し、助成するととも

に、地域のまちづくりのリーダー的人材の育成や、フォローアップ研修を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

中央区地域リーダー養成研

修 
4 回 2 回/年 10 回 

緑区フォローアップ研修 － 4 回/年 12 回 

美浜区フォローアップ研修 － 1 回/年 3 回 

 

■稲毛区模擬投票イベントの実施（稲毛区役所地域振興課） 

 若者の社会参加を促進するため、稲毛区内の高校・大学の生徒・学生から区政の施策提案を募集する

とともに、提案に係る模擬投票を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

応募施策提案数 16 件 7 件/年 37 件 

模擬投票所設置 18 校 10 校/年 48 校 

 

●若葉区まちづくり支援（若葉区役所地域振興課） 

 区民一人ひとりのまちづくりへの参加意識を高めるため、地域ごとの将来像を示すシステムの充実を

図るとともに、啓発と支援を行います。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

まちづくり支援システムの

更新 
システムの稼働 システムの更新 システムの更新 

支えあい活動説明会の開催 120 団体 30 団体/年 210 団体 
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２ 地域コミュニティの活性化 

 

●真砂コミュニティセンターの再整備（市民総務課） 

 コミュニティ活動の場としての利用環境を改善するため、真砂コミュニティセンターを旧真砂第一小学校跡

施設に整備します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

再整備 工事 工事 供用開始 

 

●蘇我コミュニティセンターの再整備（市民総務課、経済企画課） 

 コミュニティ活動の場としての利用環境を改善するため、蘇我コミュニティセンターを再整備します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

再整備 実施設計 工事 供用開始 

 

●コミュニティセンターの改修（市民総務課） 

 コミュニティセンターの安全性の向上や機能回復を図るため、施設を改修します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

施設改修 

外壁・屋上防水改修 

工事 2館 

空調・熱源改修 

 実施設計 1館 

 工事 1館 

劣化度調査 2 館 

空調・熱源改修 

 － 

工事 1館 

劣化度調査 2 館 

空調・熱源改修 

 － 

工事 1館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ～市民のみなさんの参加やつながりが「まちづくりの底力」です。 

１ 協働事業提案制度 

市民のみなさんの豊富な経験や知識を、市が実施している事業の改善や、市民サービスの向上などにつな 

げていくため、市民団体や企業等からの提案をもとに市と協働で事業を行っています。 

☛市民自治推進課（043-245-5663） 

２ 区のまちづくりにおける市民参加 

各区役所では、地域の課題解決や地域の活性化を図るため、まちづくり活動を行う団体への助成などをは

じめ、市民のみなさんとの協働によるまちづくりを行っています。 

☛各区役所地域振興課地域づくり支援室 中央区（043-221-2105）、花見川区（043-275-6203）、 

稲毛区（043-284-6105）、若葉区（043-233-8122）、緑区（043-292-8105）、美浜区（043-270-3122） 

 

 

                                  

 

 

                                   

 
参参加加とと連連携携  
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 施策の展開   

 

 家庭や職場、学校、地域など社会のあらゆる場面で、すべての人が性別に関わりなく尊重さ

れ、一人ひとりが個性と能力を発揮することができる男女共同参画社会を実現するため、「ち

ば男女共同参画基本計画」を策定します。 

 また、事業活動における男女共同参画の推進や、仕事と家庭の両立支援に向けた職場環境の

整備の促進のほか、男女共同参画社会の形成に向けた各種取組みを進めます。 

 性暴力被害の予防や被害者への支援のため、相談体制の拡充や拠点施設への支援を行います。 

 性的少数者に対する理解を深めるため、男女共同参画センターに性同一性障害などに関する

専門相談窓口を開設するとともに、市民を対象とした講座をはじめ、広く情報提供などを行

います。 

  

 計画事業   

 

●ちば男女共同参画基本計画の策定（男女共同参画課） 

 男女共同参画社会の実現のため、「ちば男女共同参画基本計画」を策定します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

ちば男女共同参画基本計画

の策定 
－ 策定 策定 

 

■男女共同参画社会の推進（男女共同参画課） 

 男女共同参画社会の実現のため、男女共同参画に取り組む事業者を支援するとともに、性暴力被害等

の相談体制を拡充します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

性暴力被害相談 相談受付 
専門カウンセラーモデ

ル配置 

専門カウンセラーモデ

ル配置 

男女共同参画推進事業者

登録制度の推進 
75 事業者 15 事業者/年 増 120 事業者 

セクシュアルマイノリテ

ィ専用相談窓口の設置 
－ 設置 設置 

公的証明書における性別

欄の廃止 
4 件 4 件 8 件 

 

●性暴力被害者支援センター助成（男女共同参画課）【新規】 

 性暴力被害の予防と被害者への支援のため、千葉性暴力被害支援センターの運営に助成します。 

 取組項目 26 年度末現況 計画内容 29 年度末目標 

運営助成 － 助成 助成 

  男女共同参画の推進 3-5-2 


